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Ａ 低中学 

 
 
 

Ａ 低中学年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ｑ 
こどもが学校で落ち着きがなく、授
業中もおしゃべりをしているよう
です。どうしたらよいでしょう。 
 

Ａ 
低
中
学
年 

年齢が低いこどもほど落ち着きがなく、いろいろなも

のに興味がいってしまい、集中できないのは、よくある

ことです。初めて見るもの、初めて触れるもの等、興味

津々で、注意が移ってしまいます。それは学びの意欲に

も繋がるので、一概に問題があるとは言えません。これ

らのことは、年齢が上がるにつれて落ち着いていくこと

が多いです。ただ、年齢が上がってきても状態が変わら

ず、気が散りやすかったり、自分の衝動を抑えることが

できなかったりする場合、学習ができなかったり、学校

生活で困難さを抱えたりすることになってきます。 

このような場合には、環境の調整が必要です。例え

ば、学習する時には、気が散るものが目に入らないよう

にする、話して説明するだけではなく、絵や写真など視

覚的にもわかるようなものを活用しながら説明する、活

動時間を短く設定し、適宜休憩を入れる等が考えられま

す。 

また、落ち着かない原因として、学習がわからないと

いうことも考えられます。学習面でのサポートも必要か

もしれません。 

これらのことを行なって、少しでもお子さんができた

り、がんばったりした時には、ポジティブな言葉かけを

してください。そうやって少しずつよりよい行動につい

て自信をつけていけるようにするとよいでしょう。 

これらの支援は、学校でもお家でもやっていくことが

大切です。ぜひ担任の先生と相談しながら、一緒に進め

ていってください。 

もし、これらの支援を行っても改善されない場合は、発

達上の特性が強く出ていることも考えられます。その場

合は、医療機関や教育センター等相談機関に相談するこ

とをお勧めします。また、放課後等デイサービスで集中

の仕方や行動のコントロールについて学ぶというのもよ

いでしょう。 
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Ａ 

思
春
期 

まず、落ち着きのない原因について探る必要がありま

す。大きく①発達の特性（自分の行動をコントロールす

る事が難しい）②心理的な理由の 2 つが考えられます。 

①の場合は、低中学年に記載した内容で考えていくと

よいでしょう。特に高学年や中学校は学習内容も難しく

なるので、学習面のフォローも必要になってくるかもし

れません。 

②については、思春期特有の保護者や先生よりも友だ

ちにどう見られるかという視点で行動してしまっている

ことや、何か嫌なことがあって落ち着きがなくなってい

ることが考えられます。 

この場合は、まずは、お子さんとよく話をしてみるの

がよいと思います。おそらくお子さんは、授業中におし

ゃべりすることがよくないということはわかっていると

思いますし、何かしらの不安感を抱えているかもしれま

せんので、頭ごなしにお子さんを注意するのではなく、

まずは、お子さんの気持ちや考えをよく聞いてみてくだ

さい。そして、お子さん自身がどう思っているのか、本

当はどうしたいのか、保護者にできることはないか等考

えさせながら、本人の意思を尊重しながら話し合ってみ

てください。授業中のおしゃべりがなぜいけないのか、

お子さんにどうなってほしいと思っているのか伝えるの

もよいかもしれません。また、必要に応じて、学校にも

相談してください。 

「発達障害」 
発達障害とは、自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如 

・多動症（ADHD）、学習障害（LD）等の診断名の総称です。

医学的には、発達の特性があり、環境や人間関係などのバランスの中で

「生活上の支障」が出ている場合に、何らかの発達障害と診断されるこ

とになっています。これら発達障害は、医師によって診断されるもので

す。発達障害は数値による明確な基準があるわけではないので、はっき

りと見極めづらいこともあります。発達障害によっては、薬や専門的な

療育によって発達の特性を軽減できることもあります。発達障害を疑う

場合には、ぜひ、医療機関を受診してください。 

しかし、大切なことは、発達障害であるかどうかに関わら 

ず、お子さんの気持ちを大事にしながら、その子の状態に 

合わせた環境の調整や支援を行っていくことです。 

コラム 


